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第２０９回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成２７年６月４日（木）  １１：００～１２：００ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ７人 

出席委員数  ７人 

 

（１） 出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

古磯 勝子 （副委員長） 

早川 冨美子 

青木 敬信 

君島 理恵 

畠山 大 

町田 明久 

 

（２） 放送事業者側出席者  大森 敏秋（代表取締役社長） 

佐藤  望（放送部長）  

古寺 雄史（放送部課長） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

４月より毎週木曜日の正午から放送をしている「ら・ら・なす Time」の５月２１日放送分に

ついて、試聴と意見交換を行った。  

 

事業者  

この番組は那須町の提供が付く前半３０分間に那須町の情報を、そして後半の１９分間では  

番組に届いたリクエスト曲を紹介する構成となっています。  

今回の放送の那須町の取材コーナー「Shall we NASU?」では、芦野の里遊行庵直売所の  

スタッフや生産者の声と、直売所で人気のお赤飯について紹介しました。  
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【  番  組  の  試  聴  】  

 

委員： 

久保田さんは、明るく元気がよい喋りで、発音もしっかりとしていて、声が聞きやすい。  

また、飾りっ気がない喋り方で、若い世代にも伝わる力を持ったパーソナリティだと感じた。 

 

事業者： 

これまで弊社のアナウンサーにはあまり居なかったタイプで、とても個性が強い話し手だ。  

 

委員： 

子供が番組名を言うジングルが微笑ましい。  

 

委員： 

久保田さんがバスガイドに扮して、とても器用に声のトーンに変化を付けながら那須の情報を  

伝える「ナスガイド」のコーナーが印象的だ。普通にインフォメーション原稿を読んで伝える所に 

ひと工夫を加え、情報により興味が沸くようなコミカルな作りになっていた。  

 

委員： 

久保田さんはオープニングトークやアドレス紹介の際などで喋りのスピードが速く、その内容が 

理解しにくかった。また、喋りの中で笑いは入ることが多く、聞こえようによってはバカにして  

いるかのように聞こえかねない。  

 

委員： 

久保田さんは、「あの」、「なんか」、「～だそうです」「～なことです」という曖昧な言い回しが 

多く、他人事のように聞こえてしまっている。  

さらに久保田さん自身の想いがあまり伝わってこなく、無関心で冷めているようにも感じられた。 

「那須が好き」で、その情報を伝えたいという熱意があまり感じられなかった。 

 

委員： 

地域情報番組は、発信者自らがその地域に惚れ込み、その想いを素直に伝えてこそ、その魅力が 

伝わってくるものだ。しかし、久保田さんは、一つ一つの情報にうまく入り込みきれておらず、  

さほど関心のないことを読み上げ、こなしているように聞こえてしまっているのが残念だ。  

情報を一度、自分のものにしてから話すよう心がけてほしい。  

 

委員： 

応対が上手で、相手との会話を器用にそつなくこなし、手慣れた感じがするが、質問の切り口に 

工夫がほしかった。事前に用意した原稿どおり平凡な質問と平凡な答えを繰り返す会話も多いのも 

気になった。 

 

委員： 

久保田さんの喋りは、どこかぶっきらぼうに聞こえ、また、農産物直売所の現地取材の際にも、 

取材対象者に対して敬意が見えてこない尋ね方をしていて、上から目線のように感じてしまった。  

また、那須縦走フェスティバルについては、電話のゲストにすべてお任せで情報を伝えてもらう  

のではなく、番組のＭＣとして、コーナー振りの際にこれから伝える事柄について簡単に説明して  

から詳しい内容を聞くべきだ。  
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委員： 

全体を通して、曲紹介はそのタイトルとアーティスト名のみの紹介が多かったが、何かそこに  

ひとことでも久保田さんから情報を添えて紹介があると、より嬉しい。  

また、提供クレジットも、単に「那須町の提供で…」と言うのではなく、例えば、町のキャッチ  

フレーズなどを頭に付けるなどすれば、町の魅力をより分かりやすく発信できるのではないか。  

 

委員： 

内容が盛りだくさんの那須の情報パートだったが、あれもこれもではなく、伝える情報を絞って、 

聞いている人にその印象が強く残るように、情報を深く掘り下げて紹介するべきだ。  

また、提供が付いた時間とそうでない時間とのイメージギャップが大きい。  

無理をして一つの番組として構成せずに、別の番組に分けてしまってもいいのでは？  

 

委員： 

声質も良く器用で高いスキルを持った喋り手で、番組も全体的にはよくまとまっていて、  

雰囲気の良い放送ではあったが、肝心なところでの説明が物足りなく、メリハリが無かった。  

そのため、情報や那須の魅力があまり印象に残らず時間が流れてしまい、やや退屈に感じられた。 

番組はパーソナリティの人柄やトークの魅力にかかる部分が大きく、そういう面で、より一層の 

レベルアップを期待しつつ、熱意を持って那須の魅力を発信し続けることに努めてほしい。  

 

（以上） 

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を７月９日（木）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

  なし 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  ６月２７日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

８  その他の参考事項  

なし 


